
フォトレポート
第60回龍郷町
一般バレーボール大会

生活環境課より

犬の登録及び
巡回狂犬病予防接種日程表

龍郷町教育委員会よりお知らせ

龍郷町奨学資金奨学生募集

好 

評
連 

載
たつごうエッセイ
コンテスト入賞作品

TATSUGO TOWN Public Relations Magazine 2019

広  報

2019

６月号令和元年

龍郷町の人口　平成31年4月末現在(前年比)　3,098世帯（+34） 男2,893人（-18） 女3,095人（-16） 計5,988人（-34）
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町　体　育　協　会　主　催

第 6 0 回 龍 郷 町
一般バレーボール大会

５月19日りゅうゆう館アリーナ
赤徳小中学校体育館

男子A級
優　勝   円 校区

第２位   戸 口 校区

第３位   秋 名 校区
　　　   大 勝 校区

男子B級
優　勝   龍 瀬 校区

第２位   戸 口 校区

第３位   赤 徳 校区

女子
優　勝   戸 口 校区

第２位   大 勝 校区

第３位   赤 徳 校区
　　　   龍 瀬 校区

　
今
年
で
60
回
目
を
迎
え
る
一
般
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
は
、男
子
10
チ
ー
ム
、女
子

４
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
男
子
A
級
で
は
円
校
区
が
46
年
ぶ
り
２

回
目
の
優
勝
と
な
る
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま

し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

優良競技者
  20回出場　碇山伸一(赤徳） 勝林太郎（戸口） 里和弘（龍瀬）　15回出場　河波智里（戸

口）　10回出場　阿世知誠二（龍郷） 山田信也（赤徳） 重田裕二郎（龍瀬） 平田隆峰（龍瀬） 

福山学（戸口） 嘉江健也（戸口） 吉村裕太郎（戸口）　７回出場　赤尾優子（戸口） 岩崎真子

（龍瀬） 河波真紀（戸口） 新島志穂（大勝）
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玉里コミュニティセンター

瀬留生活館

久場へき地集会場

龍郷保健福祉館

安木屋場公民館

円公民館

嘉渡生活館

秋名コミュニティセンター

屋入公民館

川内へき地集会所

上戸口公民館

中戸口公民館

下戸口公民館
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役場 正面玄関

浦生活館

大勝生活館

中勝公民館

手広地区振興センター

芦徳公民館

赤尾木公民館

犬の登録 および
巡回狂犬病予防接種日程

令和元年度

○どの会場でも予防接種を受けることが出来ます。
　ご都合のいい会場にお越しください。

○注射料金＋注射済票交付手数料 ３，４００円(１頭あたり）

○新規登録手数料 ３，０００円（転入した際の変更届は無料）

○必ず、首輪・引き綱（リード)を着用すること。 

○排泄物（フン）は、飼い主が始末しましょう。 

【お問合せ先】生活環境課　☎６９－４５２５
※犬の転居・譲渡・死亡など登録事項に変更がある場合は、役場への届出が必要です。

月日 時　間 会　場 月日 時　間 会　場

6/
  15
    （土）

6/
  16
    （日）

5月13日 龍郷町中央グラウンド

団 体 戦

優 勝

第２位

第３位

スコア：209打

スコア：218打

スコア：220打

大勝B

安木屋場A

中勝B

優 勝

第２位

第３位

個 人 戦

スコア：26打

スコア：29打

スコア：36打

福田 和美（中勝A）

山口 敏美（下戸口）

山田 明廣（大勝B）

ホールインワン　龍宮 省三／田畑 三代亀／武 至／福田 和美

最高齢賞　男性：平島 勲 88歳　女性：作田 ヘイ子 87歳

ふれあいグラウンドゴルフ大会

②山口 敏美 ①福田 和美 ③山田 明廣

優勝　大勝B 2位　安木屋場A 3位　中勝B
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■こども学とは…これからの時代を担う「子ども」を中心に捉え、自ら考え行動できる力を育むとともに、子ども
を軸にコミュニティの関係性を強め、地域を愛し、地域社会に貢献することをめざします。「こころ学」「しごと
学」「あそび学」の3つの柱を掲げ、読み書きや計算ではなく、未来の宝である子どもたちが様々な体験を通し
て、自ら考え、行動する力を育み、活気ある未来の街を形作ることを目的としています。

時代を問わず人としての本質
である「感謝」「思いやり」「人と
ともに生きること」の大切さは、
様々な機会を通して育むもので
す。目には見えなくても気持ちと
気持ちがつながって生まれる
『結いの心』を学びます。

こころ学
新聞記者、ラジオパーソナリ
ティー、看護師、客室乗務員、アナ
ウンサーなど、職業を実際に体験し
て、子どもらしい夢を抱くきっか
けを提供します。

しごと学
小中学生や大学生と遊びを通
して、人との付き合い方を学びま
す。遊びも大切な学びであり、自分に
とって心地よいこととは何かを考え
たり選んだりすることができる
「社会の中で自ら生きる力」

を育みます。

こころ学

7/6（土）

8/10（土）

8/17（土）

8/24（土）

9/7（土）

看護師のおしごと

マジック講座

こども新聞講座

心を込めて花を贈ろう

ラジオのおしごと

9/28（土）

10/5（土）

10/26（土）

11/9（土）

11月末～12月予定

建設のおしごと

自然を学ぼう！

シマウタに触れよう

CAのおしごと

アナウンサーのおしごと

開催時間

14：00～15：30
※CAのおしごとは
第二土曜なので
15：00～16：30
となります。
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※「こども学」では、お子様の自主性を大切にしているため、保護者がお子様と一緒に講座を受けることは
できません。保護者の方は、講座の終了時間まで、なぜまち商店街をお楽しみください。

大正大学 地域構想研究所 奄美支局
令和元年７月スタート！令和元年７月スタート！

集まれ、こども達！こころ・しごと・あそびを学ぶ

こども学

大正大学地域構想研究所 奄美支局/座・ガモール奄美店『なぜまちモーレ』

ま～さん市場原ハブ屋奄美 三洋薬局
東京堂

bis-secondくれ商店

なぜまちモーレなぜまちモーレ

末
広
通
り

ア
ー
ケ
ー
ド

奄美本通り
開
催
場
所
・
お
問
合
せ

令和元年７月以降・土曜日

申込期間

日　時
定　員
対　象

場　所

参加費

申込方法

なぜまちモーレ
(奄美市名瀬末広町 11-2)

小学３年生～中学３年生まで
２０名 (お申込先着順 )

３００円 /１回 (おやつ・ジュース付き )

５月２７日 (月 ) ～６月１８日 (火 ) ( 定員になり次第締め切り )
FAX申し込み (本冊子内 ) もしくは申し込みフォームより☞

鹿児島県奄美市名瀬末広町 11-2　TEL: 0997-57-1257/FAX:0997-57-1258

☝
こ
こ
で
す
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●大正大学地域構想研究所奄美支局よりお知らせ

町
の
動
き

広
報
た
つ
ご
う

６
月
号

た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ

り
ゅ
う
が
く
館

生
活
環
境
課

ト
ピ
ッ
ク
ス

教
育
委
員
会

事
務
局

奄
美
奨
学
会

保
健
福
祉
課

企
画
観
光
課

「
こ
ど
も
学
」

そ
の
他

お
知
ら
せ

フ
ォ
ト

レ
ポ
ー
ト



TatsugoTownTopics

５/

５/

７～

５/

５/
12

14 15

５/

18
５/

15

　この度、社会福祉協議会と福祉施設８団体、関係３
団体により龍郷町社会福祉等連絡会が設立されまし
た。これにより「誰もが安心して暮らせる地域づくり」
と社会貢献活動の強化を目指します。すでに会員の7
団体は、町が主催する「龍進未来塾」に参加する生徒

の送迎支援を行っ
ており、今後は会
員の活動報告を通
じて情報の共有を
図り、地域のニー
ズに応え取り組み
を拡充します。

　この日、りゅうゆう館ホールで行われた議員大
会は、町長の歓迎あいさつに続き、地元選出の県
議５名が県政報告、その後審議が行われました。
龍郷町からは「主要地方道路名瀬竜郷線の秋名～
大熊バイパスの早期着工」を要望したほか、「奄美

群島振興交付金の
充実・拡充」「世界
自然遺産登録の推
進」など17項目を
決議しました。

　今年度の主要政策の説明並びに町民と町執行
部の意見交換のため、校区ごとに町内7か所で開催
されている同会。各校区において貴重なご意見ご
要望をいただくことができました。本年も「目配り、
気配り、心配り」という基本姿勢を大切に、町民主

体のまちづくりを
進めていくため、
職員一丸となって
努力したいと思い
ます。

　約80人が参加した同協議会総会。伊勢るり会長は
「地女連の活動が人と人とが繋がるきっかけとなれた
らと思います。」とあいさつし、また、町長は「知恵、力
添えをいただきながら男女共同参画による町民主体
のまちづくりに向け、今後も協力をお願いしたい」と

述べました。町から
は「母の日」にちな
み参加者に花が贈
られました。

　開講式では講座の意義や目的について説明があっ
た後、昨年度受講生を代表し、内野歩さん（龍郷小３
年）と山口大虎さん（戸口小４年）が、講座で学び、
調べたことを発表。古代人風の衣装をまとった山口
さんは自分で作った槍を披露するなど、工夫した発表

が見られました。
この後、浜田太講
師をお迎えし、第
一回講座「アマミ
ノクロウサギにつ
いて学ぼう！」が開
かれました。

　秋名コミュニティーセンターにて、内閣府指定の
地域活性化伝道師である伊東将志氏の講演会が行わ
れました。伊東氏は三重県尾鷲市の観光施設「夢古道
おわせ」の支配人で、地域資源を活かした「母ちゃん
ランチバイキング」などの企画で成功を収めていま

す。参加者からは
「とても参考に
なった。自分たち
にもできること
があると感じた」
という感想が聞
かれました。

町民と語る会
町民主体のまちづくり

龍郷町地域女性団体連絡協議会
できる人が、できる時に、できることを

龍郷町社会福祉等連絡会設立
社会貢献活動の強化を目指す

令和元年度龍郷町子ども博物学士講座開講式
今年度も７回の講座を予定

龍郷町主催「魅力的なお店作りセミナー」
地域の人と資源が活躍する店づくり

第62回奄美群島市町村議会議員大会
龍郷町に群島議員約200名集まる

おわせし

Tatsugo -6-

町
の
動
き

広
報
た
つ
ご
う

６
月
号

た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ

り
ゅ
う
が
く
館

生
活
環
境
課

ト
ピ
ッ
ク
ス

教
育
委
員
会

事
務
局

奄
美
奨
学
会

保
健
福
祉
課

企
画
観
光
課

「
こ
ど
も
学
」

そ
の
他

お
知
ら
せ

フ
ォ
ト

レ
ポ
ー
ト



公益財団法人

奄美奨学会
出願要項

問合せ先
（公財）奄美奨学会事務局

☎０３ｰ３４５６ｰ１１００

奄美大島出身者の子弟で、大学等に在学し、成績優秀、心身健全でありながら、経
済的な理由により修学困難な者に、修学に必要な資金を貸し付け、有用な人材を
育成するための制度です。

年度の期間は４月１日より翌年３月31日

卒業後６か月を経過した後、10年以内の期間に、毎月均等額以上を返還（無利子）
　
申込願書を７月末日で締切り後書類選考する。場合により面接を行ない９月中に
決定する。
　
若干名
　
龍郷町役場企画観光課に出願要項、願書等、数部用意しています。

目　的

貸与金及び
期間

貸与金の返還義務

　選考方法

募集奨学生人員

提出書類等

学　　校
高専、短大・大学生

大学院生

金　　額
３０，０００円
３５，０００円

期　間
正規の修学期間
正規の修学期間

令和元年度

龍  郷  町
奨学資金
奨学生の募集

問合せ先
龍郷町教育委員会事務局
☎６９－４５３２（直通）

必要書類を揃えて
令和元年６月17日（月）
までに提出してください。

本町に引続き３年以上居住し、生活の本拠を有する者の子弟で、
学業及び人物がすぐれているにもかかわらず、経済的理由により修学することが
困難と認められる者に対し、一定額を貸付ます。

高等学校、高等専門学校又は大学（短期大学を含む）
及び大学院に進学又は在学する者

高等学校、高等専門学校１、２、３年に在学する者　月額12,000円
高等専門学校４、５年、短期大学、大学及び大学院に在学する者　月額35,000円

奨学生選考委員会で、奨学生とその奨学金額を決定します。
ただし、この奨学金は他の奨学制度を利用している方は利用できません。

学校を卒業した日から６か月経過した日の属する月の翌月から
その金額を年賦、半年賦又は月賦で返還して頂きます。

申込書類を龍郷町教育委員会事務局に用意しています。
ご希望の方は教育委員会事務局までお越しください。

奨　学　金

対　象　者

貸 付 月 額

奨学生の決定

返 還 方 法

申込方法
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６

着
か
せ
て
く
れ
ま
す
。祖
母
の
手
か
ら
一
本
の
長
い
糸

が
美
し
く
、織
細
で
目
を
凝
ら
す
よ
う
な
大
島
紬
に
出

来
あ
が
っ
て
い
く
の
を
見
る
の
が
と
て
も
好
き
で
し

た
。

　
私
は
以
前
紬
織
り
の
体
験
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。見
よ
う
見
ま
ね
で
初
め
て
織
っ
た
私
は
、祖
母
の
よ

う
に
素
早
く
出
来
ず
、そ
の
う
え
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
は
形

が
整
わ
な
い
不
格
好
な
も
の
が
出
来
て
し
ま
い
ま
し

た
。紬
を
織
ら
せ
て
く
れ
た
女
性
が
私
に
言
い
ま
し
た
。

「
今
、私
た
ち
の
よ
う
に
紬
を
織
る
人
は
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
て
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。で
も
、

あ
な
た
た
ち
の
よ
う
な
若
い
子
た
ち
の
記
憶
に
あ
る
な

ら
大
島
紬
は
忘
れ
ら
れ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
ん
だ

よ
。」と
。

　
少
し
さ
び
し
そ
う
な
声
で
言
い
ま
し
た
。そ
の
方
の

言
葉
が
今
も
私
の
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。そ
の
日
、私
は

祖
母
に
自
分
の
織
っ
た
紬
を
見
せ
ま
し
た
。祖
母
は
、

「
す
ご
く
上
手
だ
ね
。」と
言
っ
て
笑
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
私
の
織
っ
た
紬
は
、今
で
も
祖
父
母
の
家
に
飾
ら
れ

て
い
ま
す
。今
、祖
母
は
大
島
紬
を
織
っ
て
い
ま
せ
ん
。

一
度
体
調
を
く
ず
し
て
し
ま
い
、二
年
前
に
や
め
て
し

ま
い
ま
し
た
。今
、祖
父
母
の
家
か
ら
あ
の
子
守
歌
は
聞

こ
え
ま
せ
ん
。で
も
目
を
閉
じ
て
耳
を
す
ま
す
と
あ
の

　
シ
ャ
ッ
、ト
ン
ト
ン
、キ
ー
、シ
ャ
ッ
、ト
ン
ト
ン
、

キ
ー
、同
じ
音
が
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
部
屋
に
響
き
ま
す
。私

の
祖
母
は
機
織
り
機
で
大
島
紬
を
織
っ
て
い
ま
し
た
。

物
心
が
つ
い
た
時
か
ら
祖
父
母
の
家
に
行
く
と
か
な
ら

ず
祖
母
が
大
島
紬
を
織
っ
て
い
て
、祖
母
が
一
織
り
す

る
ご
と
に
聞
こ
え
る
三
つ
の
音
は
、私
に
と
っ
て
な
ん

と
も
言
え
な
い
懐
か
し
い
子
守
歌
の
よ
う
に
私
を
落
ち

音
が
は
っ
き
り
と
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　
あ
の
女
性
が
言
っ
た
よ
う
に
、祖
母
の
手
か
ら
作
る

あ
の
美
し
く
繊
細
な
大
島
紬
も
、一
織
り
す
る
ご
と
に

聞
こ
え
て
く
る
あ
の
子
守
歌
の
よ
う
に
、私
を
落
ち
着

か
せ
て
く
れ
る
あ
の
音
も
決
し
て
忘
れ
ま
せ
ん
。今
日

も
ま
た
祖
母
の
大
島
紬
を
織
る
音
が
私
の
心
の
中
で

響
き
わ
た
り
ま
す
。

　
シ
ャ
ッ
、ト
ン
ト
ン
、キ
ー
、シ
ャ
ッ
、ト
ン
ト
ン
、

キ
ー
。

学
生
の
部

優
秀
賞

　
子
守
歌
の
よ
う
に

龍
郷
町
赤
尾
木
　
豊
山
　
夏
音

　
あ
の
着
物
と
は
？
　
僕
に
は
そ
れ
が
解
ら
な
い
の
に
、

「
そ
う
だ
な
、あ
れ
、こ
こ
に
持
っ
て
く
る
か
ら
ね
」

　
と
僕
は
頷
い
た
。そ
れ
を
聞
い
て
母
は
ゆ
っ
く
り
と

眠
り
に
陥
っ
た
。

　
僕
は
家
に
帰
り
、母
の
和
ダ
ン
ス
か
ら
一
枚
一
枚
着

物
を
取
り
出
し
て
並
べ
た
。母
の
言
う
あ
れ
と
は
ど
れ

な
の
か
。急
に
涙
が
流
れ
て
き
た
。そ
れ
を
見
た
妻
が
、

一
つ
の
着
物
を
取
り
上
げ
た
。黒
褐
色
を
基
調
と
し
た

繊
細
な
織
柄
で
気
品
が
あ
る
し
ろ
も
の
で
は
な
い
か
。

素
人
目
に
も
、そ
れ
が
高
級
な
絹
織
物
だ
と
わ
か
る
。

 「
前
か
ら
義
母
さ
ん
か
ら
聞
い
て
い
た
わ
。お
祖
母
さ
ん

か
ら
の
形
見
分
け
ら
し
い
の
。一
度
も
袖
を
入
れ
な

か
っ
た
の
を
自
慢
し
て
ね
」

　
女
同
士
で
の
親
の
自
慢
話
に
、母
は
そ
れ
を
妻
に
見

せ
た
ら
し
い
。

「
こ
れ
っ
て
、ほ
ん
も
の
の
大
島
紬
な
の
。お
義
母
さ
ん

が
私
に
下
さ
る
っ
て
約
束
し
た
わ
」

　
妻
の
素
直
な
笑
み
に
、僕
は
違
和
感
を
持
っ
た
。死
に

か
け
て
い
る
者
へ
の
悲
し
み
の
同
調
に
欠
け
て
い
る
で

は
な
い
か
。

 「
母
さ
ん
、こ
れ
だ
ろ
」

　
僕
は
母
の
ベ
ッ
ド
に
そ
の
着
物
を
広
げ
た
。母
の
瞳

の
奥
か
ら
ひ
と
粒
ず
つ
涙
が
頬
を
伝
っ
た
。

 「
一
つ
だ
け
お
願
い
が
あ
る
の
。母
か
ら
も
ら
っ
た
着
物

あ
る
や
ろ
。私
の
和
ダ
ン
ス
二
段
の
奥
の
奥
に
あ
る
と

思
う
わ
。最
後
に
そ
れ
を
着
て
死
に
た
い
わ
。た
の
む
ね
」

　
末
期
癌
だ
と
自
覚
し
て
い
る
、頬
ま
で
尖
る
ほ
ど
痩

せ
た
母
が
、見
舞
い
の
僕
を
ベ
ッ
ド
の
そ
ば
に
呼
び
寄

せ
、僕
の
耳
底
に
向
か
っ
て
、掠
れ
た
声
が
言
っ
た
。

僕
は
看
護
師
さ
ん
の
手
を
借
り
、そ
れ
を
母
に
は
お
ら

せ
た
。

「
母
さ
ん
の
匂
い
が
す
る
」

　
こ
の
一
言
を
終
え
る
と
母
は
ま
た
深
い
眠
り
へ
と
体

を
沈
め
た
。

　
母
が
亡
く
な
っ
た
日
、妻
が
僕
に
あ
る
頼
み
ご
と
を

し
た
。母
に
大
島
紬
を
着
さ
せ
て
入
棺
さ
せ
た
い
と
い

う
も
の
だ
っ
た
。僕
は
何
の
異
論
も
な
い
。美
し
く
着

飾
っ
て
黄
泉
の
途
を
歩
く
母
を
想
像
し
た
。す
べ
て
が

灰
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
の
世
で
は
な
い
、あ
の
世
で
、母

は
祖
母
に
そ
の
姿
を
見
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。そ
の
日

の
空
は
、素
晴
ら
し
く
青
か
っ
た
。

一
般・高
校
の
部

優
秀
賞

　
母
の
願
い
へ岐

阜
県
岐
阜
市
　
後
藤
　
順

ー第５回たつごうエッセイコンテスト「大島紬」ー

主催：たつごうエッセイコンテスト実行委員会    後援：奄美新聞社 / 南海日々新聞社 / 南日本新聞社 / エフエムたつごう / 龍郷町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別協賛：（公財）奄美群島地域産業振興基金協会

エッセイコンテスト作品集
　■第４回「西郷さん」
　■第５回「大島紬」

一冊 200 円

龍郷町役場
企画観光課にて

販売中

「歴史と文化をつむぎ未来へつなぐ
まちづくり」に取り組む龍郷町は、
今年も「たつごうエッセイコンテス
ト」を開催します。全国各地から、
皆さんの心温まる作品をお待ちして
おります。

たつごうエッセイコンテスト実行委員会（龍郷町役場企画観光課内）
〒８９４－０１９２
鹿児島県大島郡龍郷町浦110番地
  ☎  ０９９７-６９-４５１２　Fax  ０９９７-６２-２５３５
　　koho@town.tatsugo.lg.jp

小・中学生部門 (小学５年生以上)／ 高校・一般部門

小学・中学・高校・専門学校生は奄美群島内居住者に限る

原稿用紙２枚（８００字）以内

最優秀賞 ／ 優秀賞 ／ 佳作 ／ 特別賞

最優秀賞 高校・一般 10万円 ／ 小・中学校１万円分図書カード ほか

令和元年７月１日～令和元年９月末 必着

募集部門

募集資格

原稿枚数

賞

副賞

募集期間

応募・問合せ

次回テーマは・・・ どちらか1つのテーマを選んでください

「黒糖・サトウキビ」「奄美の海」

応募方法、応募上の注意、審査について等、詳細は町HPもしくは
次号「広報たつごう７月号」をご確認の上ご応募ください。

速報 !
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６

着
か
せ
て
く
れ
ま
す
。祖
母
の
手
か
ら
一
本
の
長
い
糸

が
美
し
く
、織
細
で
目
を
凝
ら
す
よ
う
な
大
島
紬
に
出

来
あ
が
っ
て
い
く
の
を
見
る
の
が
と
て
も
好
き
で
し

た
。

　
私
は
以
前
紬
織
り
の
体
験
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。見
よ
う
見
ま
ね
で
初
め
て
織
っ
た
私
は
、祖
母
の
よ

う
に
素
早
く
出
来
ず
、そ
の
う
え
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
は
形

が
整
わ
な
い
不
格
好
な
も
の
が
出
来
て
し
ま
い
ま
し

た
。紬
を
織
ら
せ
て
く
れ
た
女
性
が
私
に
言
い
ま
し
た
。

「
今
、私
た
ち
の
よ
う
に
紬
を
織
る
人
は
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
て
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。で
も
、

あ
な
た
た
ち
の
よ
う
な
若
い
子
た
ち
の
記
憶
に
あ
る
な

ら
大
島
紬
は
忘
れ
ら
れ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
ん
だ

よ
。」と
。

　
少
し
さ
び
し
そ
う
な
声
で
言
い
ま
し
た
。そ
の
方
の

言
葉
が
今
も
私
の
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。そ
の
日
、私
は

祖
母
に
自
分
の
織
っ
た
紬
を
見
せ
ま
し
た
。祖
母
は
、

「
す
ご
く
上
手
だ
ね
。」と
言
っ
て
笑
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
私
の
織
っ
た
紬
は
、今
で
も
祖
父
母
の
家
に
飾
ら
れ

て
い
ま
す
。今
、祖
母
は
大
島
紬
を
織
っ
て
い
ま
せ
ん
。

一
度
体
調
を
く
ず
し
て
し
ま
い
、二
年
前
に
や
め
て
し

ま
い
ま
し
た
。今
、祖
父
母
の
家
か
ら
あ
の
子
守
歌
は
聞

こ
え
ま
せ
ん
。で
も
目
を
閉
じ
て
耳
を
す
ま
す
と
あ
の

　
シ
ャ
ッ
、ト
ン
ト
ン
、キ
ー
、シ
ャ
ッ
、ト
ン
ト
ン
、

キ
ー
、同
じ
音
が
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
部
屋
に
響
き
ま
す
。私

の
祖
母
は
機
織
り
機
で
大
島
紬
を
織
っ
て
い
ま
し
た
。

物
心
が
つ
い
た
時
か
ら
祖
父
母
の
家
に
行
く
と
か
な
ら

ず
祖
母
が
大
島
紬
を
織
っ
て
い
て
、祖
母
が
一
織
り
す

る
ご
と
に
聞
こ
え
る
三
つ
の
音
は
、私
に
と
っ
て
な
ん

と
も
言
え
な
い
懐
か
し
い
子
守
歌
の
よ
う
に
私
を
落
ち

音
が
は
っ
き
り
と
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　
あ
の
女
性
が
言
っ
た
よ
う
に
、祖
母
の
手
か
ら
作
る

あ
の
美
し
く
繊
細
な
大
島
紬
も
、一
織
り
す
る
ご
と
に

聞
こ
え
て
く
る
あ
の
子
守
歌
の
よ
う
に
、私
を
落
ち
着

か
せ
て
く
れ
る
あ
の
音
も
決
し
て
忘
れ
ま
せ
ん
。今
日

も
ま
た
祖
母
の
大
島
紬
を
織
る
音
が
私
の
心
の
中
で

響
き
わ
た
り
ま
す
。

　
シ
ャ
ッ
、ト
ン
ト
ン
、キ
ー
、シ
ャ
ッ
、ト
ン
ト
ン
、

キ
ー
。

学
生
の
部

優
秀
賞

　
子
守
歌
の
よ
う
に

龍
郷
町
赤
尾
木
　
豊
山
　
夏
音

　
あ
の
着
物
と
は
？
　
僕
に
は
そ
れ
が
解
ら
な
い
の
に
、

「
そ
う
だ
な
、あ
れ
、こ
こ
に
持
っ
て
く
る
か
ら
ね
」

　
と
僕
は
頷
い
た
。そ
れ
を
聞
い
て
母
は
ゆ
っ
く
り
と

眠
り
に
陥
っ
た
。

　
僕
は
家
に
帰
り
、母
の
和
ダ
ン
ス
か
ら
一
枚
一
枚
着

物
を
取
り
出
し
て
並
べ
た
。母
の
言
う
あ
れ
と
は
ど
れ

な
の
か
。急
に
涙
が
流
れ
て
き
た
。そ
れ
を
見
た
妻
が
、

一
つ
の
着
物
を
取
り
上
げ
た
。黒
褐
色
を
基
調
と
し
た

繊
細
な
織
柄
で
気
品
が
あ
る
し
ろ
も
の
で
は
な
い
か
。

素
人
目
に
も
、そ
れ
が
高
級
な
絹
織
物
だ
と
わ
か
る
。

 「
前
か
ら
義
母
さ
ん
か
ら
聞
い
て
い
た
わ
。お
祖
母
さ
ん

か
ら
の
形
見
分
け
ら
し
い
の
。一
度
も
袖
を
入
れ
な

か
っ
た
の
を
自
慢
し
て
ね
」

　
女
同
士
で
の
親
の
自
慢
話
に
、母
は
そ
れ
を
妻
に
見

せ
た
ら
し
い
。

「
こ
れ
っ
て
、ほ
ん
も
の
の
大
島
紬
な
の
。お
義
母
さ
ん

が
私
に
下
さ
る
っ
て
約
束
し
た
わ
」

　
妻
の
素
直
な
笑
み
に
、僕
は
違
和
感
を
持
っ
た
。死
に

か
け
て
い
る
者
へ
の
悲
し
み
の
同
調
に
欠
け
て
い
る
で

は
な
い
か
。

 「
母
さ
ん
、こ
れ
だ
ろ
」

　
僕
は
母
の
ベ
ッ
ド
に
そ
の
着
物
を
広
げ
た
。母
の
瞳

の
奥
か
ら
ひ
と
粒
ず
つ
涙
が
頬
を
伝
っ
た
。

 「
一
つ
だ
け
お
願
い
が
あ
る
の
。母
か
ら
も
ら
っ
た
着
物

あ
る
や
ろ
。私
の
和
ダ
ン
ス
二
段
の
奥
の
奥
に
あ
る
と

思
う
わ
。最
後
に
そ
れ
を
着
て
死
に
た
い
わ
。た
の
む
ね
」

　
末
期
癌
だ
と
自
覚
し
て
い
る
、頬
ま
で
尖
る
ほ
ど
痩

せ
た
母
が
、見
舞
い
の
僕
を
ベ
ッ
ド
の
そ
ば
に
呼
び
寄

せ
、僕
の
耳
底
に
向
か
っ
て
、掠
れ
た
声
が
言
っ
た
。

僕
は
看
護
師
さ
ん
の
手
を
借
り
、そ
れ
を
母
に
は
お
ら

せ
た
。

「
母
さ
ん
の
匂
い
が
す
る
」

　
こ
の
一
言
を
終
え
る
と
母
は
ま
た
深
い
眠
り
へ
と
体

を
沈
め
た
。

　
母
が
亡
く
な
っ
た
日
、妻
が
僕
に
あ
る
頼
み
ご
と
を

し
た
。母
に
大
島
紬
を
着
さ
せ
て
入
棺
さ
せ
た
い
と
い

う
も
の
だ
っ
た
。僕
は
何
の
異
論
も
な
い
。美
し
く
着

飾
っ
て
黄
泉
の
途
を
歩
く
母
を
想
像
し
た
。す
べ
て
が

灰
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
の
世
で
は
な
い
、あ
の
世
で
、母

は
祖
母
に
そ
の
姿
を
見
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。そ
の
日

の
空
は
、素
晴
ら
し
く
青
か
っ
た
。

一
般・高
校
の
部

優
秀
賞

　
母
の
願
い
へ岐

阜
県
岐
阜
市
　
後
藤
　
順

ー第５回たつごうエッセイコンテスト「大島紬」ー

主催：たつごうエッセイコンテスト実行委員会    後援：奄美新聞社 / 南海日々新聞社 / 南日本新聞社 / エフエムたつごう / 龍郷町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別協賛：（公財）奄美群島地域産業振興基金協会

エッセイコンテスト作品集
　■第４回「西郷さん」
　■第５回「大島紬」

一冊 200 円

龍郷町役場
企画観光課にて

販売中

「歴史と文化をつむぎ未来へつなぐ
まちづくり」に取り組む龍郷町は、
今年も「たつごうエッセイコンテス
ト」を開催します。全国各地から、
皆さんの心温まる作品をお待ちして
おります。

たつごうエッセイコンテスト実行委員会（龍郷町役場企画観光課内）
〒８９４－０１９２
鹿児島県大島郡龍郷町浦110番地
  ☎  ０９９７-６９-４５１２　Fax  ０９９７-６２-２５３５
　　koho@town.tatsugo.lg.jp

小・中学生部門 (小学５年生以上)／ 高校・一般部門

小学・中学・高校・専門学校生は奄美群島内居住者に限る

原稿用紙２枚（８００字）以内

最優秀賞 ／ 優秀賞 ／ 佳作 ／ 特別賞

最優秀賞 高校・一般 10万円 ／ 小・中学校１万円分図書カード ほか

令和元年７月１日～令和元年９月末 必着

募集部門

募集資格

原稿枚数

賞

副賞

募集期間

応募・問合せ

次回テーマは・・・ どちらか1つのテーマを選んでください

「黒糖・サトウキビ」「奄美の海」

応募方法、応募上の注意、審査について等、詳細は町HPもしくは
次号「広報たつごう７月号」をご確認の上ご応募ください。

速報 !
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鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、昨
年
度
に
75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
た
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者（

昭
和
18
年
４
月
１
日
か
ら
昭
和
19
年
３
月

31
日
生
）を
対
象
に
、口
腔
検
診（
お
口
元

気
歯
ッ
ピ
ー
検
診
）を
実
施
し
ま
す
。

　
高
齢
期
に
な
り
ま
す
と
、知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
飲
み
込
み
の
機
能
が
低
下
し
、窒

息
や
肺
炎
の
原
因
と
な
り
ま
す
。こ
の
検
診

事
業
は
、い
つ
ま
で
も
健
康
で
美
味
し
く
食

べ
て
長
生
き
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、歯
周

病
や
義
歯
の
検
査
に
加
え
、飲
み
込
み
の
機

能
の
診
査
・
指
導
を
行
い
、口
腔
機
能
の
低

下
を
未
然
に
防
ぐ
と
て
も
有
効
な
検
診
事

業
で
す
。

対
象
者
に
は
５
月
末
に
受
診
券（
圧
着
ハ
ガ

キ
）を
お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、県
内
の

歯
科
医
療
機
関
に
ご
自
身
で
予
約
の
上
、ぜ

ひ
ご
受
診
く
だ
さ
い
。

検
診
期
間
　
令
和
元
年
６
月
１
日（
土
）〜

　
　
　
　
　
令
和
２
年
１
月
31
日（
金
）

検
診
料
　
無
料

対
象
者
　
昨
年
度
75
歳
に
な
ら
れ
た
後
期

高
齢
者
医
療
被
保
険
者

問
合
せ
先
　
鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療

お
口
元
気
歯
ッ
ピ
ー
検
診

事
業
の
ご
案
内

行
政
に
対
す
る
ご
相
談
は

行
政
相
談
員
へ

２
０
１
９
年
工
業
統
計
調
査
に
つ
い
て

　
総
務
省
・
経
済
産
業
省
に
お
い
て
は
、我

が
国
の
製
造
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
に
、統
計
法
に
基
づ
く
基
幹

統
計
調
査
と
し
て「
工
業
統
計
調
査
」を
６

月
１
日
現
在
で
実
施
致
し
ま
す
。
調
査
は

５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
統
計
調
査
員
が

行
い
ま
す
の
で
、調
査
の
対
象
と
な
る
事

業
所
に
お
い
て
は
、ご
回
答
を
お
願
い
し

ま
す
。ま
た
回
答
に
は
、便
利
な
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
答
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

工
業
統
計
調
査
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０-

８
０
５-

０
７
１

龍
郷
町
役
場
企
画
観
光
課

☎
０
９
９
７-

６
９-

４
５
１
２

工
業
統
計
調
査
に
つ
い
て

無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共
同

で
開
催
し
て
お
り
、龍
郷
町
民
の
方
も
無
料

で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令
和
元
年
６
月
相
談
日
　
派
遣
相
談 

※

必
ず
電
話
予
約
が
必
要
で
す（
先
着
順
）

･

６
／
13（
木
）

　
和
田
知
彦
弁
護
士

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

･

６
／
20（
木
）

　
菅
野
浩
平
弁
護
士

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

･

６
／
27（
木
）

　
大
毛
裕
貴
弁
護
士

　
午
前
11
時
〜
午
前
12
時

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

◇
時
間
は
一
人
30
分
間
で
す
。（
事
前
に
相
談
内
容
を

ま
と
め
て
お
く
と
効
率
的
で
す
。ま
た
、同
じ
人
が
続
け

て
申
込
さ
れ
る
こ
と
は
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。）

問
合
せ
先
・
予
約
先

奄
美
市
役
所
市
民
恊
働
推
進
課

市
民
生
活
係

☎
０
９
９
７‐

５
２‐

１
１
１
１

　（
内
線
１
７
１
６
）

受
付
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◇
相
談
内
容
が
弁
護
士
で
よ
い
か
分
か
ら
な
い
場
合
も

市
民
生
活
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
平
成
31
年
４
月
１
日
付
け
で
窪
島
將
公

さ
ん
が
、行
政
相
談
員（
総
務
大
臣
委
嘱
）に

引
き
続
き
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、皆
さ
ん
の
身
近
な
相

談
相
手
と
し
て
、国
な
ど
の
役
所
の
仕
事
や

行
政
サ
ー
ビ
ス
、手
続
に
関
す
る
相
談
を
受

け
付
け
、相
談
者
へ
の
助
言
や
関
係
行
政
機

関
に
対
す
る
改
善
の
申
し
入
れ
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、道
路
、社
会
福
祉
、登
記
、税
金
、

郵
便
、雇
用
な
ど
の
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、相
談

は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

行
政
相
談
員
の
連
絡
先

龍
郷
町
戸
口
二
一
〇
六―

一

☎
０
９
０-

５
７
３
０-

６
７
９
９

広
域
連
合
業
務
課
保
健
事
業
担
当

☎
０
９
９-

２
０
６-

１
３
２
９

行政相談員
くぼしま  まさきみ
窪 島  將 公 さん
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０１２０－２０５－５５３●消費税軽減税率電話相談センター 
受付時間は平日午前９時から午後５時まで。
＊ナビダイヤル0570-030-456（通話料がかかります）もご利用いただけます。

受付時間は平日午前９時から午後５時まで。

●軽減税率対策補助金事務局 〈フリーダイヤル〉 ０１２０－３９８－１１１〈フリーダイヤル〉

補助金についてのお問い合わせ

事業者の皆様！準備はお済みですか？

仕入税額控除の方式が変わります！
標準税率 と、 に係る軽減税率 について10％ 8％・飲食料品（酒類・外食を除く）

・新聞（定期購読契約された週２回以上発行されるもの）

帳簿・請求書・レシート等の記載を
複数税率に対応させる必要があります。

飲食料品等の販売がない場合でも、
例えば、飲食料品等の仕入があれば、
帳簿上、軽減税率対象である旨を明記
する必要があります。

全ての事業者の方に関係があります！

レジや受発注・請求書管理システムの
導入・改修が必要となることがあります。

制度についてのお問い合わせ

中小企業・小規模事業者等の方向けに
複数税率対応レジの導入等を支援
します。ぜひご活用ください。

8％ 10％ 8％ 10％

2019 年10月1日から消費税・地方消費税の                          がスタート。軽減税率制度

CHECK 軽減税率対策補助金が拡充されました！CHECK

軽減税率対策補助金詳しくはこちら軽減税率 国税庁詳しくはこちら

ッ
ト
で
好
き
な
と
き
に
受
講
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情

報
・
自
然
科
学
な
ど
、約
３
０
０
の
幅
広
い

授
業
科
目
が
あ
り
、１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
卒
業
す
れ
ば
学
士
を
取
得
で
き
ま
す
。

　
放
送
授
業
１
科
目
の
授
業
料
は
１
万
１

千
円（
入
学
金
は
別
）。
半
年
ご
と
に
学
ぶ

科
目
分
だ
け
の
授
業
料
を
払
う
シ
ス
テ
ム

で
す
。
半
年
だ
け
在
学
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。

　
全
国
に
ミ
ニ
キ
ャ
ン
パ
ス
と
言
え
る
学

習
セ
ン
タ
ー
・
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の

学
生
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

出
願
期
間
　
第
１
回  

８
月
31
日

　
　
　
　
　
第
２
回  

９
月
20
日

問
合
せ
先

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９-

２
３
９-

３
８
１
１

　
10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、約
９

万
人
の
学
生
が
、大
学
を
卒
業
し
た
い
、学

び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、様
々
な
目
的
で

学
ん
で
い
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
で
授
業
を
行
っ
て
い
る
だ
け
で

な
く
、学
生
は
そ
の
授
業
を
イ
ン
タ
ー
ネ

放
送
大
学
は
、
10
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す

高
卒
・
大
卒
求
人
の
申
込
み

は
お
早
め
に

　
高
等
学
校
の
２
０
２
０
年
３
月
卒
業
予

定
者
を
対
象
と
し
た
求
人（
高
卒
求
人
）の

申
込
受
付
が
６
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
ま

す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
学
生
を
地
元
に
残
す

た
め
に
早
め
の
採
用
計
画
と
求
人
提
出（
で

き
れ
ば
６
月
中
）を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、大
学
・
専
門
学
校
等
の
２
０
２
０

年
３
月
卒
業
予
定
者
を
対
象
と
し
た
求
人

（
大
卒
求
人
）も
現
在
受
付
中
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
名
瀬

☎
０
９
９
７-

５
２-

４
６
１
１
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りゅうがく館だより 令和元年６月号

お し ら せ

● 一 般 書 ● ● 児 童 書 ●

令和フィーバーも、ひと段落。今度は梅雨シーズンの到来です。

カビ対策を万全に整えたら、ゆったりと雨の香りを楽しみましょう

『僕は上手にしゃべれない』
（椎野 直弥/ポプラ社）
入学式の日、「それ」がある
ことは分かっていた。そして、
ついにその時がやってきた。

「自己紹介」。言える、言える、
言える、言えない―。そして

その場所から、僕は逃げ出した…。中学生になっ
たばかりの主人公・悠太は、自分が吃音症であ
ることに強いコンプレックスを抱いていたが、
部活勧誘のチラシをきっかけに吃音克服への一
歩を踏み出す。作者自身が吃音症ということも
あり、主人公の心情や周囲との関係性の描写が
非常にリアル。悩みに立ち向かう思春期男子を
温かく描いた骨太の感動作だ。

『自己矛盾劇場 「知ってる・
見えてる・正しいつもり」を考
察する』（細谷 功/dZERO）
自己矛盾の三つの特徴―①自
ら気づくことはきわめて難し
い。②気づいてしまうと、他人
の気づいていない状態が滑稽

でたまらない。③他人から指摘されると「強烈な
自己弁護」が始まる。笑っている自分が、実は笑
われている側かもしれない―。「あの人は、人の
批判ばかりしている」という〈批判〉や「自分の
頭で考えろ」という困難な要求など、ニヤッと笑
えて、ドキッとさせられ、グサッと刺さる良書。
誰も、自己矛盾から逃れることはできない。

｜今月のおすすめ｜ ｜今月のおすすめ｜

りゅうがく館の図書室で所蔵している雑誌は、バックナンバーのみ

貸出します。著作権保護のため、最新号は貸出できませんので、

ご了承ください。

・『♯名画で学ぶ主婦業』（田中 久美子/宝島社）

・『人情裏長屋 上・下』
（大活字本）（山本 周五郎/埼玉福祉会）

・『健康で文化的な最低限度の生活 １～７』
（柏木 ハルコ/小学館）

・『マンモスを再生せよ』（ベン・メズリック/文藝春秋）

・『はじめて作る和菓子のいろは』
（宇佐美 桂子/世界文化社）

・『思わず考えちゃう』（ヨシタケ シンスケ/新潮社）

・『メモの魔力』（前田 裕二/幻冬舎）

・『見た目はすぐに変えられる』（山口 遊子/大和書房）

・『元年春之祭』（陸 秋槎/早川書房）

他、合計 53 冊

・『ふうせんゆらゆら』（とよた かずひこ/アリス館）

・『ぼくのばしょなのに』（刀根 里衣/NHK出版）

・『争いと戦争』（ルイーズ・スピルズベリー/評論社）

・『６年１組 黒魔女さんが通る!!』シリーズ
（石崎 洋司/講談社）

・『みつけてん』（ジョン・クラッセン/クレヨンハウス）

・『ダジャレ英語学習帳』（よしなが こうたく/好学社）

・『おしりたんてい かいとうとねらわれたはなよめ』
（トロル/ポプラ社）

・『ジュニア空想科学読本 16』（柳田 理科雄/KADOKAWA）

・『Fantastic Mr.Fox』（Roald Dahl/Puffin Books）　

他、合計43冊
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満１歳になりました。

この子たちに誇れる町を

みんなでつくりましょう。

5 may

わきゃシマの玉黄金

　　　　　　　　  さ く と 

泉二 朔士くん  H30.５.28生

  大勝　父  善之祐　母  幸奈

　　　　　　　　 め　い

喜島 芽依ちゃん　 H30.５.27生

 赤尾木　父  宏樹　母  真理

　　　　　　よ し と

蘇 喜人くん  H30.５.21生

  手広　父  嘉瑞人　母  美香

　　　　　　　　 ぜん

井岡 禅くん  H30.５.11生

  手広　父  隆　母  愛弓

い
っ

ぱ

い
笑って大きくなってね

パ
パ

、マ
マ

が
だいすきー♡我が家の

宝
物

♡
♡

わ
く

わ
く。ハッピーハッピー

！

リ
ズ

ム

に乗ってダンス大好き♥
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リュウキュウキビタキ
　顔に特徴的な黄色の眉毛のようなラインが入っ

ている鳥です。留鳥と考えられており、5～7月の

繁殖時期に観察できます。スズメぐらいの大きさ

で綺麗なさえずりを聞かせてくれますよ。奄美自

然観察の森には普段目にする鳥はもちろん、あま

り目にすることのない野鳥もたくさんいますの

で、ぜひバードウォッチングを楽しみにいらして

下さい。

香
典
返
し
お
礼

・
肥
後
利
香
子（
故
肥
後
富
士
夫
）

社
会
福
祉
協
議
会

・
長
谷
川
キ
ミ
エ（
故
長
谷
川
昇
）

瀬
留
老
人
ク
ラ
ブ
し
あ
わ
せ
会

社
会
福
祉
協
議
会

・
延
岡
紀
代
子（
故
延
岡
ヨ
シ
子
）

大
勝
集
落
／
大
勝
老
人
ク
ラ
ブ

・
作
田
誉
幸
蔵（
故
作
田
ミ
エ
）

         

老
人
ク
ラ
ブ
幾
里
稲
穂
会

・
窪
島
將
公（
故
窪
島
洋
子
）

社
会
福
祉
協
議
会

寄
付
の
お
礼

「
広
報
た
つ
ご
う
」
へ
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

・
兵
庫
県
神
戸
市
　
　
武
田
ト
シ
子
様

・
大
阪
府
大
阪
市
　
　
山
田
桂
子
様

・
埼
玉
県
蓮
田
市
　
　
川
畑
勉
様

・
愛
知
県
名
古
屋
市
　
山
田
絹
子
様

【
4
月
届
出
】

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 敬

称
略

保
護
者

満
雄

貴
昭

洋
志

良
弥

洋
市

浦手
広

大
勝

中
勝

瀬
留

【
４
月
届
出
】

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

岩
元

辰
巳

永中榮

美
波

海
都

晴
斗

虹
湖

海
央
斗

成
瀬

　昇
吾

荒
田

　利
光

仲
原

　美
千
子

芦
徳

安
木
屋
場

嘉
渡（
龍
郷
の
里
）

(

72)
(

69)
(

97)

１

４

５

６

10

11

12

13

(土)

(火)

(水)

(木)

(月)

(火)

(水)

(木)

15

16

18

19

20

21

25

26

(土)

(日)

(火)

(水)

(木)

(金)

(火)

(水)

玉里・安木屋場・瀬留・赤尾木

 上 戸口

円

中勝

浦・芦 徳

嘉渡・赤 尾 木

円

中戸口

安木屋場・瀬留・玉里

川内

上戸口

円・大勝

中勝 12：00～・下戸口

赤尾木

嘉渡

円

６月のどぅくさ会 　明記がない場合は14時～

全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談
所
開
設

　
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、人
権
擁
護

委
員
法
の
施
行
日
で
あ
る
６
月
１
日
を「
人
権

擁
護
委
員
の
日
」と
定
め
、こ
の
日
に「
全
国
一

斉
特
設
人
権
相
談
」を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。鹿
児
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
に

お
い
て
も
、県
内
の
各
市
町
村
で
特
設
人
権
相

談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
。龍
郷
町
で
は
、下

記
の
日
程
に
て
実
施
さ
れ
ま
す
。相
談
は
無
料

で
、秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。家
庭
内
の
相

談
事
や
隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、い
じ
め
や
差

別
な
ど
悩
み
や
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
こ
の
機
会
に
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
人
権
擁
護
委
員
は
、各
市
町
村
長
か
ら
推
薦
さ
れ

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
民
間
の
方
々
で
す
。

地
域
で
様
々
な
啓
発
活
動
を
行
っ
た
り
、地
方
法
務

局
ま
た
は
そ
の
支
局
で
人
権
相
談
を
受
け
る
な
ど

の
積
極
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
問
合
せ

・
鹿
児
島
地
方
法
務
局
奄
美
支
局  

☎
５
２-

０
３
７
６

・
龍
郷
町
役
場
町
民
税
務
課  

☎
６
９-

４
５
１
７

特設人権相談
日時：令和元年６月３日（月）
時間：午前10時～午後３時
場所：りゅうがく館２Ｆ研修室

私たちの町の人権擁護委員
平久美さん　重村洋一さん　岡山和子さん

み
な
み

か
い
と

は
る
と

に
こ

か
な
と
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発
行

/龍
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役

場
　

編
集

/企
画

観
光

課
 　

〒
894-0192鹿

児
島

県
大

島
郡

龍
郷
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110番
地

電
話

0997-62-3111　
Ｆ

Ａ
Ｘ

0997-62-2535　
http://w

w
w
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tow
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６
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アマミノクロウサギに注意‼
　よーりっくわ走ってくりんしょれ～

アマミノクロウサギ交通事故発生件数（奄美大島内）
今年：５件 2019.5 .8 現在

問合せ先：生活環境課☎69-4525

　潮が引いたときに龍郷湾の浅瀬に現れるのが「カ

キ（垣）跡」で、瀬留の沖で見ることができます。浅瀬

に石を積んで垣を巡らし、潮の干満を利用して魚を

獲る漁法で、平家が伝えたといわれていることから

「平家漁法跡」とも呼ばれています。正式には「ナー

ガキ」と呼ばれ、九州の西海岸から奄美・沖縄・台

湾・フィリピンまで広く分布しています。元々は二尺

ぐらいの高さであったようです。現在は埋め立てや

道路工事などの影響で、様変わりしましたが、その

跡はしっかりと確認することができます。
龍郷町役場●

赤尾木湾龍郷湾

２尺＝60.6ｃｍ

TATSUGO

008

龍郷町の魅力★再発見！

龍郷のこともっと知って欲しい★ 平家漁法跡　ナーガキ

6月行事予定 June  2019 ※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

■楽らく体操教室
・龍郷  毎週木曜 午前９：30～

・秋名/幾里  毎週木曜 午後２：00～・大勝  毎週木曜 午後２：00～

・川内  毎週金曜 午後７：30～
・安木屋場  午後２：00～

■どぅくさ会  14:00~16:00
■でぃでぃクラブ  
　りゅうがく館  13：30～16：00

■保健センター開放
　   乳幼児対象 10：30～

 

■保健センター開放

■保健センター開放

■乳児健診
どぅくさぁや館12:30～

■3歳6ケ月健診
どぅくさぁや館12:30～

■歯科健診
(2.6歳、5歳児)
どぅくさぁや館13:00～

■おなかスッキリ
　運動教室
どぅくさぁや館19:30～

■じゃがいも会
どぅくさぁや館13:30～

ハンセン病を正しく
理解する週間（～22） 男女共同参画週間（～29）

■でぃでぃクラブ

■かめのこクラブ
どぅくさぁや館  10：30～

■かめのこクラブ
どぅくさぁや館  10：30～

■おはなし会
りゅうがく館 

10：10～

■たつごう在宅
　家族の会
　りゅうがく館13：30～

■民児協定例会

■駐在員会

■女性がん検診
りゅうがく館
前  8:30～  後 13:30

■特設人権相談
　りゅうがく館2階
　10：00 ～ 15：00

■家庭婦人
　バレーボール大会
　りゅうゆう館 ■楽らく川

■楽らく川

■楽らく川

■楽らく川

■楽らく安

■楽らく安

■楽らく龍・秋・大

■楽らく龍・秋・大

■楽らく龍・秋・大

■楽らく龍・秋・大

■どぅくさ会      瀬留
安木屋場・赤尾木・玉里

■どぅくさ会  
安木屋場・瀬留・玉里

■どぅくさ会 上戸口

■どぅくさ会  嘉渡

■どぅくさ会 上戸口

■どぅくさ会  川内

■どぅくさ会  中戸口■どぅくさ会 
　嘉渡・赤尾木

■どぅくさ会 
　中勝・下戸口

■どぅくさ会
　浦・芦徳

■どぅくさ会  円

■どぅくさ会  円

■どぅくさ会  円

■どぅくさ会  円・大勝

■どぅくさ会  中勝

■どぅくさ会  赤尾木


